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筑波山周辺地域と連携し、活動を展開します。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
笠

間
市
で
も
認
定
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

　

古
来
か
ら
名
山
と
し
て
知
ら
れ
る
筑
波
山
を

中
心
と
し
た
周
辺
地
域
は
、
関
東
平
野
の
形
成

史
を
地
層
か
ら
観
察
で
き
る
豊
富
で
貴
重
な
地

質
資
源
（
ジ
オ
資
源
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
８
月
に
は
、
笠
間
市
・
つ
く
ば
市
・
石
岡

市
・
桜
川
市
・
土
浦
市
・
か
す
み
が
う
ら
市
の

６
自
治
体
と
筑
波
大
学
や
産
業
技
術
総
合
研
究

所
等
で
「
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
」
を
設
立
し
、
本
年
８
月
の
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
を
目
指
し
て
、
ジ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ジ

オ
ツ
ア
ー
な
ど
本
格
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

紫峰「筑波山」

ジオパークとは　�ジオ（大地、地球）とパーク（公園）からできた言葉です。大地の成り立ち、地形や地質をテー
マにして、地域全体の自然環境、歴史文化、暮らしなどを展示物とみなした「大地の公園」
を意味します。

ロゴマークデザイン決定
　デザインの上部の筑波山のシル
エットは、満面の笑顔で「筑波山地域」
の自然・歴史・文化風土を学び楽し
む人々の喜びを表現しています。
　下部のハートは「霞ヶ浦」を表わ
し、地域への愛情と情熱を表現して
います。

筑波山（ガマ石）

桜川市（雨引の山桜）

笠間市（笠間焼）つくば市（センター地区）石岡市（常陸風土記の丘）

土浦市（亀城公園）かすみがうら市（帆引き船）

筑波山地域ジオパーク構成市

笠間市をジオパークに
特集　地域の自然を活かし、守っていく
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市
内
に
点
在
す
る
ジ
オ
サ
イ
ト

候
補

　

市
内
に
も
多
く
の
地
質
資
源
や
史
跡
が

点
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
有
の
風
土
・
歴

史
・
習
慣
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
佐
白
山
・

吾
国
山
・
愛
宕
山
・
北
山
公
園
周
辺
の
地

質
や
自
然
生
態
。
ま
た
、
大
地
の
恵
み
で

生
ま
れ
る
栗
な
ど
の
農
産
物
。
地
場
産
業

の
稲
田
み
か
げ
石
や
笠
間
焼
。
さ
ら
に
、

地
域
に
根
付
い
た
歴
史
文
化
な
ど
は
、
地

球
の
壮
大
な
成
り
立
ち
か
ら
生
ま
れ
た
地

域
資
源
で
す
。

佐
白
山
周
辺

　

佐
白
山
に
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
築
城

さ
れ
た
笠
間
城
跡
や
大
き
な
自
然
石
の
奇

石
が
並
ぶ「
石い

し
く
ら倉
」が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

石
の
上
部
が
８
畳
敷
き
ほ
ど
の
の
広
さ
の

「
歌
う
た
い
石
」
や
「
大だ

い
こ
く
い
し

黒
石
」
な
ど
の
巨

岩
も
点
在
し
て
い
ま
す
。

吾
国
愛
宕
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　

吾
国
愛
宕
県
立
公
園
の
山
々
を
縦
走
す

る
コ
ー
ス
で
は
、「
団だ

ん
ご
い
し

子
石
」、「
獅し
し
が
は
な

子
ヶ
鼻
」、

「
屏び

ょ
う
ぶ
い
わ

風
岩
」
が
観
察
で
き
ま
す
。
頂
上
部
か

ら
は
筑
波
山
系
や
霞
ケ
浦
、
太
平
洋
も
眺

望
で
き
ま
す
。

人
々
の
暮
ら
し
や
産
業
を
　
　

発
展
さ
せ
て
き
た
ジ
オ

　

地
形
や
地
質
だ
け
で
な
く
歴
史
や
文

化
、
産
業
な
ど
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い

る
地
質
資
源
は
、「
石
の
文
化
（
稲
田
石
）」

や
「
土
の
文
化
（
笠
間
焼
）」
も
育
ん
で
き

ま
し
た
。

今
後
の
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

　

笠
間
市
の
地
域
資
源
に
光
を
当
て
、
新

た
な
観
光
ス
タ
イ
ル
の
提
案
、
教
育
面
な

ど
に
お
け
る
歴
史
・
自
然
の
学
習
機
会
を

創
出
す
る
と
と
も
に
、
焼
物
や
地
酒
な
ど

の
特
産
物
に
ジ
オ
と
い
う
新
た
な
付
加
価

値
を
付
与
す
る
こ
と
で
地
場
産
業
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
な
ど
の
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
や
、
そ
れ
ら
を
案
内

す
る
ジ
オ
ガ
イ
ド
（
案
内
人
）
の
育
成
に

も
力
を
入
れ
、
市
民
参
加
に
よ
る
意
識
高

揚
と
地
域
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

歌うたい石

団子石稲田石採掘場

新春ジオツアー（屏風岩にて）

大黒石

獅子ヶ鼻笠間焼

稲田を歩こう（西念寺山門にて）

【問合せ】
企画政策課

（内線213）
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市民実感度調査を実施しました
平成25年度

　笠間市では、笠間市総合計画の中で、6つの政策と49の施策（取
り組み）を設定し、将来像である「住みよいまち　訪れてよいま
ち　笠間　～みんなで創る文化交流都市～」の実現に向けて、さ
まざまな施策を展開しています。特に、後期基本計画では大きく
変化する社会情勢に柔軟に対応するため、政策分野を横断した重
点視点として、「健康都市づくり」、「防災力向上」、「地域の活性化」
を定めています。
　施策の進行管理にあたっては、施策の達成度や成果を客観的に
測るための目安として49の各施策ごとに「市民実感度指標｣ を設
定し、行政評価制度を活用した評価・検証を行い、その結果を今
後のまちづくりに反映していきます。
　このため、本年度においても現在展開している49の各施策につ
いて、53項目によるアンケート調査を実施しました。

◆アンケートの概要
●調査の方法
　■調査地域	 笠間市全域
　■対 象 者	 市内に居住する満18歳以上の男女
　■対象者数	 1,200人
　■抽出方法	 住民基本台帳による無作為抽出
　■調査方法	 郵送による調査票依頼
　■提出方法	 無記名提出：返信用封筒で返送
　■調査期間	 平成26年1月17日～2月7日
●回収状況
　■回　収　率	 41.50%（498／1,200人）
　■性別構成比	 男性  ：  女性  ：  無回答
	 42.97	：	56.63	：	 0.40

◆アンケート回答者の属性

◆調査からみえる実感度

■年齢

■職業

■�昨年度と比較すると、実感度が高くなっている施策が多くなっていますが、特に交通安全、学校教育、公共交通、
財政運営、少子化対策、障害者福祉等の施策の実感度が伸びています。
■総合計画におけるすべての施策に対して重要度が高く、各施策に対する市民の期待がうかがえます。
　�特に、防犯、交通安全、消防の安全対策に関する施策から保健、医療、廃棄物対策、社会保障、生活排水、防
災にわたる日常生活における身近な施策の重要度が高いことがわかります。
■廃棄物対策については、施策重要度および市民実感度とも高い数値を示しています。

◆住みごこち

◆定住意識
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施策 指標 市民実感度※ 施策重要度※

土
地
利
用
・
都
市
基
盤

土地利用 市の特性を活かした土地利用ができていると感じている 34.34% 80.72%
拠点づくりと市街地整備 市内外の交流が活性化されてきていると感じている 45.58% 84.94%
幹線道路 市街地間の移動が向上していると感じている 64.46% 85.74%
公共交通 公共交通が使いやすいと感じている 45.38% 88.96%
自然景観の保全・整備 自然的な景観が良好に保たれていると感じている 53.41% 81.73%
都市景観の保全・整備 良好な市街地が形成されてきていると感じている 36.55% 73.09%

産
　
　
業

観　光 観光都市としての魅力が向上していると感じている 61.65% 88.35%
地場産業 地場産業生産品が市内外施設において活用されていると感じている 49.80% 86.14%
農林業 自然と共生し活力ある農林業の振興が行われていると感じている 28.31% 87.55%
グリーンツーリズム 都市と農村との交流により活性化が図られていると感じている 29.38% 72.49%
商　業 商店街に活気があると感じている 23.49% 86.35%
工　業 産業拠点の形成により地元雇用が図られていると感じている 16.87% 83.53%
雇用・労働環境 安心して働くことのできる就業の場があると感じている 17.67% 92.57%

健
康
・
福
祉

子ども・子育て支援 子どもを必要なときに預けられる場（人や場所）があると感じている 52.63% 91.28%
少子化対策 安心して子どもを生み育てるサービスや環境が整っていると感じている 42.97% 92.97%
保健・医療 自分が健康であると感じている 65.66% 95.78%
社会保障 安心して医療を受けることができると感じている 63.45% 95.38%
地域福祉 地域での助け合いや支え合いによる地域福祉が充実していると感じている 43.78% 92.77%
高齢者福祉 高齢者が地域で見守られ、支えられて暮らしていると感じている 53.61% 94.38%
障害者福祉 障害のある人が地域で生き生きと暮らせると感じている 42.97% 92.97%

生
活
環
境

生活道路 地区内の道路環境に満足している 43.57% 94.38%
公園・緑地 公園が地域の憩いの場になっていると感じている　 35.94% 86.35%
河　川 快適で美しい水辺環境があると感じている 30.32% 87.95%
生活排水 生活環境や河川等の水質が改善されていると感じている 48.80% 95.38%
上水道 安心・安全な水が安定して使用できると感じている 71.69% 94.58%
住　宅 良好な住環境が形成されていると感じている 42.57% 87.35%
斎場・墓地 斎場運営が適切に行われていると感じている 71.08% 84.14%
防　災（意識の向上） 防災に関する正しい知識が身についていると感じている 45.78% 94.18%
防　災（体制の強化） 防災に関する行動が身についていると感じている 40.16% 95.38%
消　防 安心できる消防・救急体制が整備されていると感じている 72.29% 96.18%
防　犯 安心して暮らせると感じている 52.01% 97.19%
交通安全 交通安全対策が充実していると感じている 54.22% 96.79%
消費者行政 消費者被害に遭わないように注意している 78.92% 83.13%
環境保全・公害防止 日常生活において、環境に配慮している 75.10% 92.17%
廃棄物対策 ごみの減量化・リサイクルを実施している 86.75% 95.78%

教
育
・
文
化

幼児教育（未就学児） 子どもとのコミュニケーションがとれている 75.00% 95.06%
幼児教育 地域における子どもの育成活動に参加している 20.48% 88.15%
学校教育 地域に開かれた学校だと感じている 50.00% 89.16%
青少年育成 心身ともに健やかな子どもたちを地域ぐるみで育成していると感じている 39.16% 90.56%
生涯学習 生涯学習をする施設（公民館・図書館等）が充実していると感じている 64.06% 83.53%
スポーツ・レクリエーション 週1回以上の頻度で運動やスポーツをしている 30.72% 77.31%
文化財 歴史的・文化的資源が有効に活用されていると感じている 31.12% 80.12%
芸術・文化 芸術・文化に親しんでいると感じている 35.34% 72.89%
国際化 日常生活の中で在住外国人と交流している 11.04% 70.88%

自
治
・
協
働

人権尊重 人権が尊重されていると感じている 39.76% 82.73%
男女共同参画社会 各分野における男女の地位が平等であると感じている 34.54% 71.89%
市民協働 市民が新しい公共の担い手になっていると感じている 25.70% 69.88%
地域コミュニティ 市民活動（地域の活動）に参加している 32.93% 77.91%
広報･広聴 市からの情報提供の手段や内容に満足している 54.62% 82.53%
行政運営 効率的で効果的な行政運営ができていると感じている 37.95% 89.76%
行政運営（電子サービス） 電子サービスが利用しやすいと感じている 27.71% 73.69%
財政運営 健全な財政運営がされていると感じている 44.38% 90.56%
広域行政 他の市町村と広域事業や広域連携・交流が行われていると感じている 29.52% 81.93%

※1　市民実感度…�各調査項目に対し「そう思う」・「ややそう思う」・「あまりそう思わない」・「そう思わない」の答えの中で、「そ
う思う」・「ややそう思う」と答えた割合を足したもの

※2　施策重要度…�各該当施策に対し、「重要」・「やや需要」・「あまり重要でない」・「重要でない」の答えの中で「重要」・「や
や重要」と答えた割合を足したもの

詳しい調査結果については、笠間市公式ホームページ「平成25年度市民実感度調査」をご覧ください。
アドレス…http://www.city.kasama.lg.jp/page/page004984.html（「実感度」で検索）

◆まちづくりに対する市民実感度

【問合せ】企画政策課（内線214）
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空き家等の適正管理にご協力ください
　笠間市の生活環境を整え、安全なまちとするため、管理されず放置された空き家の持ち主（所有者）に
対し、「笠間市空き家等の適正管理に関する条例」に基づき、適正な管理を促しています。

条例では次のような内容を定めています。
○空き家等の所有者は、危険な状態または周辺の住民へ迷惑にならないよう適正に管理してください。

○市民は、適正に管理されていない空き家を見つけた際には、市へ情報提供してください。

○行政指導の実施
　　市民の情報提供により空き家を調査し、状況を判断した後に行政指導等を行います。

○解体撤去補助
　�　行政指導を受けた所有者が、当該空き家等の管理を、現在および将来にわたっても行えないため、解体撤
去の措置を講じようとする場合は、規定に基づく判定を行い、予算の範囲内で解体費用の一部を補助します。

　　《補助金額》

　　解体撤去費用の3分の1以内　限度額30万円

○条例および解体撤去補助の対象物
　�　条例においては、一般住宅のほか、店舗、賃貸住宅、工場等を含む空き家等に対して行政指導を行います。
解体撤去補助については、一般住宅のみを対象とします。

【問合せ】環境保全課（内線125）

助言および指導 	空き家等の所有者に改善措置を講じるよう、助言および指導を行います。

勧　　　告 	 �助言および指導が行われたにもかかわらず、適正な管理を行わなかった場合は、
是正の勧告を行います。

命　　　令 	助言および指導並びに勧告に従わない場合は、期限を設けて命令を行います。

公　　　表 	 �命令に従わない場合は、所有者の住所、氏名、空き家等の所在地、命令の内容等
を公表します。

	 �この場合は、公表の前に、公表の相手に対し、意見を述べる機会を与え、改善で
きない理由を十分に精査します。
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平成26年度　男女共同参画講座

「受け継いできた美、伝えたい心」
　画商として世界を相手に活躍されている、日動画廊代表取締役副社長・
笠間日動美術館副館長　長

は せ が わ

谷川智
ち え こ

恵子さんを講師に迎え、男女共同参画講
座を開催します。
　世界中の優れた美術品に接する画商という仕事、美術界・経済界などた
くさんの人とのつながりなど、一人の女性として、妻になり母になりなが
らも仕事を続けてきた経験から学んだ“芸術・人間美”についてお話しいた
だきます。事前申込は必要ありません。当日会場までお越しください。

1P

日　時／5月24日（土）　午前10時30分〜
　　　　※�当日は午前9時30分から「平成26年度 笠間市男女共同参

画推進連絡協議会総会」を開催します。総会からの参加も
可能です。

会　場／市民センターいわま　2階会議室

参加費／無料

主　催／笠間市・笠間市男女共同参画推進連絡協議会

【問合せ】秘書課　男女共同参画推進室（内線225）

A.Poupel©

長谷川智恵子さん

笠間市役所　本所

笠間図書館

市民センターいわま
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〜いつまでも元気に暮らすために〜
　年齢を重ねるにつれ体の機能などが低下してく
るのは仕方がないと思っていませんか。平均寿命
が80歳を超えている現在、長い人生を自分らしく
過ごすためには、心とからだの健康を保つことが大
事です。自分にあった運動や食生活を見つけ、い
つまでもいきいきと元気に暮らすために、講座への
参加やいきいきチェックリストをご活用ください。

★幸
こうれい

齢講
こ う ざ

座（要予約）を開催します
●対 象 者：市内在住の65歳以上の方で、自立している方
●実施期間：次の期間中に各地区全10回実施

実施場所 期間
笠間保健センター 10月21日（火）～平成27年2月25日（水）
友部保健センター   5月28日（水）～平成27年2月24日（火）
岩間保健センター   5月20日（火）～11月27日（木）

●日　　程

内容 回数
実施場所・実施日

時間
笠間保健センター 友部保健センター 岩間保健センター

イス体操 2回
10月21日（火） 平成27年2月  3日（火）   5月20日（火）

13:30～15:00
11月  4日（火） 平成27年2月24日（火）   6月19日（木）

ロコモ予防体操 2回
平成27年1月21日（水） 7月  8日（火） 10月22日（水）

13:30～15:00
平成27年2月25日（水） 8月26日（火） 11月12日（水）

脳トレーニング・
レクリエーション 1回 11月21日（金） 平成27年1月15日（木）   8月22日（金） 10:00～11:30

栄養講話 1回 11月28日（金）   9月  8日（月） 10月17日（金） 10:00～11:30
調理実習 1回 12月  5日（金） 10月10日（金） 11月27日（木） 10:00～12:00

口腔ケア 2回
平成27年1月7日（水）   6月  5日（木）   9月  3日（水）

10:00～11:30
平成27年2月4日（水）   6月27日（金）   9月19日（金）

歯科医師講話
（楽食について） 1回 12月17日（水）   5月28日（水）   7月28日（月） 13:30～15:00

●参加方法：�参加希望講座の開催7日前までに、ご希望の保健センターに直接または電話で予約してください。全講座
の一括申込みや、希望の講座のみの参加申込みも可能です。

●定　　員：各回20名（先着順）
●参 加 料：無料
　※詳細は保健センターにお問い合わせください。
　※申込者には後日詳細を通知します。

いきいきと年を重ねるために…

★いきいきチェックリストが変わります
　平成24年度から、65歳以上の介護認定を受けていない方を対象に、いきいきチェックリストを実施してきました。
今年度からは地区ごとに3年に1度の実施とし、平成26年度は、岩間地区を対象に実施します。介護予防が必要と思わ
れる方には結果とともに各種教室等への案内や保健師等の訪問をさせていただきます。調査票がお手元に届きましたら、
期限内に返信していただきますようお願いします。発送は6月頃を予定しています。なお郵送いただいた方には個人に
あったアドバイス表をお送りしますので、ぜひご活用ください。

【問合せ】高齢福祉課　笠間市地域包括支援センター（内線175）

【申込み・問合せ】
笠間保健センター℡0296-72-7711
友部保健センター℡0296-77-9145
岩間保健センター℡0299-45-7888

65歳からの健康づくり

平成26年　広報かさま5月号（vol.98） 8



笠間地区 のごみの出し方が一部変更になります
　6月から次の品目については「有害ごみ」となり、出し方が変更になります
ので、ご協力をお願いします。

※詳しくは、各家庭に配付された「ごみ処理ハンドブック（笠間地区）」をご覧ください。

【出し方】�透明の袋に入れて「その他のびん」の日に青いコンテナに入れて、各集積所に
出してください。処理手数料は無料です。

【問合せ】環境保全課（内線126）・笠間支所地域課（内線72115）

・使い捨てライター（使い切るかガス抜きをしてください）
・スプレー缶およびカセットボンベ（使い切って穴を開けてください）
・蛍光灯および電球
・水銀体温計

軽自動車税について 
◎納期限内に納めましょう
　平成26年度軽自動車税の納期限（口座振替日）は、6月2日（月）です。
　納税通知書に記載されている最寄りの金融機関等（全国の主なコンビニエンスストアでも納付できます）
にて、納期限内に納めてください。なお、納期限を過ぎてしまうと、ゆうちょ銀行およびコンビニエンス
ストアでの取扱いができなくなってしまいますので、ご注意ください。 
　また、口座振替で納付される方は、預金残高の確認をお願いします。

◎口座振替の方の車検用納税証明書の発送について
　金融機関等の窓口で納付された方は、領収証書の右側に車検用納税証明書が付いていますので、 車検を
受ける場合はご利用ください。口座振替の方は、6月上旬に車検用納税証明書（領収書）を発送する予定
です。
　なお、口座振替の方で、車検用納税証明書（領収書）発送前に車検を受けられる場合は、振替記帳済み
の預貯金通帳をお持ちになり、税務課または各支所地域課で、納税証明書を申請してください。
　手数料は無料です。

◎減免手続について
　軽自動車税は､ 心身に障害のある方や､ その方のために使用する軽自動車について､ 一定の要件を満た
す場合､ 申請により減免制度があります（生活保護を受給している方が所有する原付バイク等も同様です）。
なお､ 自動車税で既に減免を受けている場合は対象となりません｡
　納期限の1週間前の5月26日（月）までに、税務課または各支所地域課で申請してください｡ 詳しく
は税務課までお問い合わせください｡  
☆用意するもの
　①減免申請書および調査書（税務課または各支所地域課にあります）
　②印鑑（認め印）
　③障害者手帳
　④平成26年度軽自動車税納税通知書
　⑤運転する方の運転免許証

【問合せ】税務課（内線112・113） 
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笠間市被災住宅復興支援利子補給補助事業の期間延長

　市では、東日本大震災により被害を受けた住宅等を金融機関から融資を受けて補修等をする方を
対象に、借り入れにかかる利子の一部を補助しています。より多くの被災者の負担軽減を図るため、
事業実施期間を平成27年3月31日まで延長しますのでご活用ください。

■対象者（次のすべてに該当する方となります）

1．�自己または親族の所有する住宅が、大規模半壊、半壊、一部損壊のいずれかの「り災証明書」を
受けており、震災発生時に自己または親族がその住宅に居住していた方。ただし、被災住宅を解
体し、被災者生活再建支援金の支給を受けた場合は除きます。

2．被災住宅の補修、被災住宅に代わる住宅の建設、購入または被災宅地の復旧工事を市内で行う方。

3．�平成23年3月11日以降に独立行政法人住宅金融支援機構や銀行法第2条で定める「銀行」または協
同組織金融機関の優先出資に関する法律第2条で定める「協同組合金融機関」等と金銭消費貸借
契約を締結し、平成27年3月31日までに融資を受けた方。

4．市税等を滞納していない方。

5．同様の利子補給を他から受けていない方または受けようとしていない方。

■利子補助額

　　年利2％に相当する額（2％未満の場合はその利率）＊毎月の融資残高より算出
　　　　［利子補給対象融資限度額］
　　　　住宅復旧（補修・建設・購入）　640万円
　　　　　※住宅に被害がなく、宅地のみの復旧工事を実施する場合は390万円
　　　　　※住宅と宅地の復旧工事を実施する場合は1,030万円

■補助期間

　償還開始の月から5年以内（ただし、無利子期間または利子支払の猶予期間等がある場合には、当
該期間を含め5年以内）

■申請期間

　平成27年12月28日 （土日・祝日・年末年始を除く）午前8時30分～午後5時15分

■申請場所

　都市計画課
　※�申請書は都市計画課窓口、各支所地域課に用意してあります。また、笠間市ホームページから
もダウンロードできます。

　　ホームページアドレス　http://www.city.kasama.lg.jp/

【問合せ】都市計画課（内線588）
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新規就農者・認定農業者の皆さんへ
　笠間市では、新規に就農される方、認定農業者の方に対し、次の補助制度を設けています。要件など
詳しい内容については、農政課までお問い合わせください。

○農業機械・生産施設更新をする費用の補助
　認定農業者の方が、後継者とともに営農する場
合に、トラクターやコンバイン、田植機等の農機
具の買い替えや農業施設の建て替えなどの経費の
1/2（1人1回、上限50万円）を補助します。

○臨時で農業従事者を雇用する費用の補助
　認定農業者の方が、臨時に従業員を雇用して
農業経営の規模拡大に取り組む場合に、月額
20,000円を上限とし最大
6か月間（1年間の補助対
象雇用者数の上限は2人）
の補助をします。※1：�就農計画の認定を受けた者（認定就農者）…茨城県に就

農計画を認められた農業者（今年度、制度の見直しがあ
ります。）

※2：認定農業者…笠間市に農業改善計画を認められた農業者
※3：�後継者…農業改善計画に記載され、市内に住所を有して

いる農業者

新規就農者 認定農業者
○営農研修等受講料の補助
　農業によって収入を得ようと考えている方で、
県立農業大学校等で、技術や知識
を習得しようとしている方に対し、
1人1回16,000円を上限に受講料
の一部を補助します。

○新規就農者支援事業
　認定就農者（※1）、または認定就農者の認定を
受ける見込みの認定農業者（※2）の後継者（※3）
が就農した場合または営農を開始した場合に、月
50,000円（36月上限）を補助します。

【問合せ】農政課（内線543）

《募集部門》
　A部門：小学1年生～3年生
　B部門：小学4年生～6年生
　C部門：中学生　　　※申し込み時点の学年対象
《応募点数》
　一人1作品（共同制作は不可）
《作品規定》
　�　土を素材にした焼き物（本焼）で他の素材との組み
合わせは不可。制作後1年以内の未発表作品。テーマ
は自由。ただし、盗作や贋

がんさく

作、キャラクターなど類
似作品は不可。大きさ40センチ×30センチ×30セン
チ以内。重さ20キログラム以内。組作品は10点まで
とする。

《出品料》
　無　料
《応募手順》
１．�所定の「出品申込書」を申込期間内に、全国こども
陶芸展inかさま事務局に郵送してください。

　　申込期間／5月7日（水）～6月13日（金）
　　　　　　　※当日消印有効
　　送り先／〒310-8686
　　　　　　茨城県水戸市笠原町978-25
　　　　　　茨城県開発公社ビル内
　　　　　　茨城新聞社営業局営業企画部内
　　　　　　全国こども陶芸展inかさま事務局

　※�申込用紙は生涯学習課および各公民館・図書館（笠
間・友部・岩間）にあります。また、笠間市のホー
ムページからもダウンロードできます。

　　http://www.city.kasama.lg.jp/
２．作品を日本通運水戸支店へ送ってください。
　　作品送付期間／6月16日（月）～6月23日（月）
　　　　　　　　　※必着
　　送り先／〒310-0843
　　　　　　茨城県水戸市元石川町権現台276-16
　　　　　　日本通運水戸支店気付
　　　　　　全国こども陶芸展inかさま係

☆☆　展　覧　会　☆☆
◎会期／8月1日（金）～8月31日（日）
　　　　※8月4日・11日・18日・25日休館
◎会場／茨城県陶芸美術館・県民ギャラリー
　　　　茨城県笠間市笠間2345（笠間芸術の森公園内）
◎展示作品／�特別賞、優秀賞、選奨の入賞作品

150点と中学3年生の作品

主催：茨城新聞社、笠間市、笠間市教育委員会

たくさんのご応募を
お待ちしています。

（※2）

「第14回全国こども陶芸展inかさま」作品募集！

【問合せ】生涯学習課（内線382・383）
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定期活動報告
「笠間の自然薯を笠間焼で楽しむ」

　3月21日（金・祝）。笠間で活動を始めてから1年間
の総決算として、定期活動報告を行いました。1年間
の活動報告後、活動の中で懇意にしていただいた笠間
の農家の方々が生産されている安心・安全な農産物を
笠間の方々に知っていただくため、提案したメニュー
の試食会を開催しました。
　有機栽培のため粘り気が強く、栄養豊富な自然薯
（トーマス農園）は天ぷらや麦ごはんにかけていただき
ました。そのほかの食材として用意された肉厚しいた
け（田村きのこ園）は天皇陛下への献上品としても有
名で、焼きしいたけの濃厚な味と香りをお楽しみいた
だきました。とちおとめ（磯いちご園）は、ハウスでみ
つばちが元気に受粉を行った完熟いちご。笠間産の食
材はどれもおいしいと参加者の方々にも大変好評でし
た。
　また、近江屋鮮魚店には企画への協力をいただき、
また、おもてなしの心も学ばせていただきました。ご
協力およびご参加いただいた皆様、本当にありがとう
ございました。これからもこのような活動を通し、さ
らに多くの方との交流、橋渡しを行っていきたいと思
います。
※（　　）は生産者
★�池袋サンシャインシティで行われた地域おこし協力
隊全国サミットにおいても、笠間の自然薯のPRと
販売を行い、来場された多くの方に好評でした。

No.9

地域おこし協力隊とは

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度か
ら取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある人材
が地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化
を目的とした支援活動を行うものです。笠間市で
は平成25年度から3名の隊員を受け入れました。

プロフィール 中
なかじま

島　良
りょうこ

子（44歳）
東京都より移住

ちらしと食材

報告会の様子

ブログやフェイスブックもご覧ください。
http://ameblo.jp/kasamart-wa/

https://www.facebook.com/Kasamartowa
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日付 行　　　事

1日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

2月 いこいの家 ｢はなさか｣休館日

3火
特設無料人権相談所　10:00～15:00
市民センターいわま 法務

窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

4水 窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

5木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

6金

7土
第11回道の市（8日まで）
10：00～17：00（8日は16：00まで）弁天町交差点付近
（さくらガス㈱藤枝℡0296-72-0119）

8日
第11回道の市　10：00～16：00
第3回行幸町わくわくフェスタ　10：00～20：00
笠間駅前通り行幸町地内（青木℡0296-72-0504）
天狗の郷バザールdeいわま　岩間駅南広場
日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

9月 いこいの家 ｢はなさか｣休館日

10火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

11水 窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

12木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

13金

14土

15日 普通救命講習会 9:00～12:00 笠間市消防本部 消本

日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

日付 行　　　事

16月 いこいの家 ｢はなさか｣休館日

17火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

18水
行政書士無料相談会　13:00～16:00
笠間市役所本所1階ロビー（秘書課 　内線 226）
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

19木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

20金

21土
グリーンフェスタかさま2014 16：00～18：30（予定）
宍戸ヒルズカントリークラブ イベント広場
（笠間観光協会　℡　0296-72-9222）

22日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

23月 いこいの家 ｢はなさか｣休館日

24火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

25水
行政相談　14:00～16:00　友部公民館（秘書課 内
線 226）
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

26木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

27金

28土

29日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

30月 いこいの家 ｢はなさか｣休館日
※岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・金曜日に開設します（市民センターいわま内10:00～16:00）。祝日は休み。
※�笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週火・木・金曜日に開設します（笠間ショッピングセンターポレポレ内10:00～
16:00）。祝日は休み。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間キッズ館内9:00～16:00）。
※各保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健カレンダーをご覧ください。

ともべ保ともべ保育所	 0296-77-6105
はいこいの家はなさか	 0296-77-5110
笠公笠間公民館	 0296-72-2100
友公友部公民館	 0296-77-7533
岩公岩間公民館	 0299-45-2080
笠保笠間保健センター	 0296-72-7711
友保友部保健センター	 0296-77-9145
岩保岩間保健センター	 0299-45-7888
市セ市民センターいわま	0299-37-6611	
	 0296-77-1101
法務水戸地方法務局	 029-227-9919
消本笠間市消防本部	 0296-73-0119

6月の休日救急診療当番（9：00～17：00）
日付 曜日 病院名 電話番号
毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

※�平日夜間19:00～21:00（祝日を除く）は笠間市立病院で初期
救急診療を行っています。
※�当番医は変更になる場合がありますので、確認の上、診療を
受けてください。

5月11日～20日	 情報『「永遠の０（ゼロ）」を撮った筑波海軍航空隊跡』
5月21日～31日	 歴史探訪「明治天皇行幸記念碑」
6月  1日～10日	 福祉作文「大切なこと」

テレフォンサービス　☎0296-77-9711

電 話 番 号 一 覧

6 月平成26年
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

情報カレンダー
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KASAM A  CI TY 
TOP ICS
まちの  話  題 

大相撲の力士に挑戦

笠間支所に絵画を寄贈

笠間クラインガルテンにようこそ

　4月20日（日）、笠間市民体育館で大相撲春巡業の笠間場
所が開催されました。取り組みの前には、地域のちびっ子力
士とのふれあいのために『人気力士による子どもの稽古』が
行われました。一生懸命にぶつかっていく子どもが力士に
軽々と片手で持ち上げられたり、逃げ回る力士を追いかける
子どもがいたりと、会場からは思わず笑いが起こる場面もあ
り、多くの子どもたちが貴重な体験に目を輝かせていました。
　力士に稽古をつけてもらった小学生は、「力士は受け止め
る力が強くて、やっぱりすごかった」とうれしそうに話して
いました。

　笠間支所の開所に際して、故・藤
ふじた

田忠
ただお

夫さんの絵
画が寄贈され、3月26日（水）、藤田さんの妻、韶

しょうこ

子
さんに山口市長から感謝状を贈りました。
　寄贈された絵画は、藤田さんが描いた数多くの風
景画のひとつで、題名「池

ちはん

畔の新緑」。新緑が美しく
広がりのある空間が描かれた作品です。
　絵画は、笠間支所1階のホールに展示されています
ので、ぜひご覧ください。

　4月19日（土）、笠間クラインガルテンの平成
26年度の入村式が行われました。
　東京都や神奈川県、埼玉県などの首都圏や県内
から、今年は新たに宿泊施設付き市民農園に12
組、日帰り市民農園に3組が入村しました。
　この日は、地元の関係者を含め98名が参加し、
式典と歓迎会が行われました。
　式典では、山口市長が、「都市と農村の交流を
目指すこの施設で、多くの交流があることを期待しています」と話していました。
　歓迎会では、先輩ガルテナー手作りの料理などが振舞われ、新たな仲間にクラインガルテンの楽
しみ方をアドバイスする姿も見られるなど、親交を深めていました。
　ガルテナーの仲間入りをした小

こじま

嶋英
えいじ

治さんは「憧れのクラインガルテンに入村できてとても嬉しい
です。笠間は里山のイメージそのもの。この地でいろいろな体験をしたいです。」と抱負を話してい
ました。

力士に向かっていく子どもたち

「池畔の新緑」の前で
藤田さん（右）と山口市長

和やかな雰囲気の歓迎会
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　3月6日（木）、「駐日外交団による茨城県視察ツアー」の一行が、笠間市を訪れ、笠間焼の
手ひねりを体験しました。
　この視察ツアーは、茨城のよさを現場で伝え、楽し
んでもらおうと、外務省と茨城県が共同で企画したも
のです。パプアニューギニア、ザンビア、ドミニカ、
南アフリカなど15か国の大使や大使館職員など、20
名が参加しました。
　参加者は、粘土を伸ばしたりたたいたりして、お皿
やカップ、亀、サイ、やしの木など思い思いの笠間焼
を制作して楽しんでいる様子でした。

KASAM A  CI TY 
TOP ICS
まちの  話  題 

駐日外交団が笠間焼を体験

感謝状を贈呈 第7回市民ウォークラリー大会
結果

子どもたちの安全のために

　3月14日（金）、野生鳥獣による生活環境、
農林業被害を防ぐため、多年にわたり有害鳥
獣捕獲事業に従事し、住民生活の向上に貢献
している茨城県猟友会笠間支部の中

なかさと

里 稔
みのる

さ
ん（土師）、髙

たかの

野 修
おさむ

さん（石井）に市長より感
謝状が贈られました。

【3月9日（日）友部地区大原コース　約5.5㎞】
出場32組127名
○Aコース
　第1位　ピース　　
　※今大会は100点満点獲得　2年連続優勝
　第2位　チューリップ
　第3位　今

いま

ヤング
○Bコース
　第1位　ひまわり
　第2位　キラキラグループ☆
　第3位　友部ソフトボールスポーツ少年団F

　常陽銀行より、市内の新小学一年生にLEDラ
イト付防犯ブザー660個が贈られました。
　子どもたちが安心安全な学校生活が送れるよ
う、子どもたちを守る地域貢献活動の一環とし
て行われているものです。
　4月2日（水）、鈴

すずき

木栄
えいじ

司友部支店長より久須美
副市長、飯島教育長にブザーが手渡され、教育
委員会を通して市内14小学校の児童に配布され
ました。

手ひねりを体験中

（左から）
飯島教育長、久須美副市長、鈴木支店長

左から坂
さかがみ

上事務局長、大
お お す が

須賀支部長、
中里さん、髙野さん、山口市長
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本
年
4
月
23
日
よ
り
、
引
き
続
き

4
年
間
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
誠

心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
先
月
総
務
省
が
発
表
し
た

人
口
推
計
に
よ
る
と
、
日
本
の
人
口

が
前
年
よ
り
約
22
万
人
減
少
し
、
労

働
力
の
中
核
と
な
る
15
歳
～
64
歳
の

生
産
年
齢
人
口
が
８
，０
０
０
万
人

を
下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
発
表

に
よ
る
と
、
２
０
３
５
年
に
は
65
歳

以
上
の
高
齢
世
帯
主
が
全
世
帯
の
4

割
を
超
え
る
と
の
こ
と
で
す
。
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
が
進
む
こ

と
が
予
想
さ
れ
た
と
は
い
え
、
大
変

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
数
字
で
あ
り
、
行

政
、
民
間
等
社
会
全
体
と
し
て
取
組

み
の
強
化
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
現
象
が
進
む
中
、

本
市
と
し
て
も
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
、
生
活
支
援
、
見
守
り
体
制
、
在

宅
医
療
の
充
実
、
少
子
化
対
策
と
し

て
子
育
て
支
援
、
出
会
い
の
創
出
等

の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
行
政
改
革
や
公

共
施
設
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行

い
、
継
続
的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

え
る
組
織
体
制
の
充
実
・
強
化
を
推

進
し
、「
一
生
住
み
た
い
」
と
思
え
る

笠
間
市
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

アラブの楽器を演奏する大使館員
（カタール国ナショナルデー）

問合せ：一般社団法人 笠間市国際交流協会　℡090-2761-8711（木村 美枝子）

笠間市国際交流協会総会のご案内
　笠間市国際交流協会総会を6月21日（土）、午後1時30分から笠
間稲荷神社 稲光閣にて開催します。
　協議終了後、高

たかはし

橋協
きょうこ

子さんと寿
ことぶき

 夢
ゆめこ

子（山
やまぐち

口由
ゆ み

美）さんをお招きし
て協会員とのコラボによる笠間の民話を中心としたストーリーテ
リングの会を開きます。
　皆さんお誘い合わせのうえ、ご参加ください。

　5月の「世界の国技を見てみよう」は「インドの国技・カバディ」
です。さあ、世界のことを知って交流を始めましょう。

国 インド 国技 カバディ

どんな
競技か

　各チーム7名が13×10（女子は11×8）メートルのコートで両サ
イドに分かれて争う競技です。攻撃チームからレイダーという攻撃
者1名が、アンティと呼ばれる守備7名のコートに入ります。レイダー
が「カバディ、カバディ…」と連呼しながら、守備チームのアンティ
にタッチして自分のコートに戻れば、タッチした人数分が得点にな
ります。この連呼をキャントと呼び、攻撃者は一息分のキャントの
間しか攻撃できません。
　守備チームはレイダーが自陣に戻るのを、四肢・胴体を捕まえて
キャッチングできれば1点が入ります。タッチとキャッチングされた
選手はアウトとなり、味方が得点するまでコート外で待ちます。
男子20分ハーフ、女子15分ハーフで点数が多い方が勝利となります。

同じ国技の他国 バングラデシュ

少
子
高
齢
化 

人
口
減
少
社
会

市

長

コ

ラ

ム

▲　職員に訓示する山口市長

6月の国際交流情報
笠間市国際交流協会総会
　6月21日（土）
　午後1時30分～
　笠間稲荷神社 稲光閣

☆6月の日本語教室の開講日
　6月7日㈯・14日㈯・21日㈯
　（友部公民館 午前10時～）
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笠
間
市
立
病
院

新
任
医
師
の
紹
介

　

笠
間
市
と
筑
波
大
学
は
、
地
域
医
療
に
従
事
す
る
医
師
の
養
成
と
地
域
医
療
の
充

実
を
図
る
た
め
、
笠
間
市
立
病
院
内
に
地
域
医
療
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、

筑
波
大
学
附
属
病
院
か
ら
指
導
医
と
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
「
か
さ
ま
地
域
医
療
教

育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
」
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
派
遣
さ
れ
た
医
師
を
紹
介
し
ま
す
。

【
診
療
科
】

　

内
科
、
外
科
、
皮
膚
科

【
一
般
診
療
】

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
診
）

　

午
前
8
時
30
分
～
11
時

　

午
後
1
時
～
4
時

【
平
日
夜
間
・
日
曜
初
期
救
急
診
療
】

　

平
日
夜
間
…
午
後
7
時
～
9
時

　
（
土
日
・
祝
日
・
12
月
31
日
〜
1
月
3
日
は
休
診
）

　

日
曜
日
…
午
前
9
時
～
午
後
5
時

※�

診
療
内
容
に
つ
い
て
は
、
診
療

時
間
内
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

℡
０
２
９
６
―
７
７
―
０
０
３
４

山や
ま
も
と本
由ゆ

う布
医
師

　

担
当
：
内
科
（
総
合
診
療
）

　
　
　
　

訪
問
診
療

ご
あ
い
さ
つ
　

　

病
気
に
な
っ
た
時
だ
け
で
な
く
、
健
康

を
保
つ
た
め
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
ご
自

身
の
体
に
も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
き
ま
す
。

健康増進課（保健センター）

こころの健康づくり
〜健康都市かさま〜「さようならストレス、こんにちはリラックス」

　5月は新緑の中、爽やかで過ごしやすい季節となりま
した。4月に進学、就職、職場の異動、初めての一人暮
らしなど環境や人間関係が大きく変わったことにより、
新しい環境にうまく適応できず、心身ともに疲れが溜
まっている方も多いのではないでしょうか。

　ストレスが溜まりすぎて、心身の適応能力の限界を
超えると、心や体に何らかの変調や症状が現れ、SOS
のサインを発するようになります。このSOSサインは
自分で気づかないこともあるため、家族や職場の仲間
などまわりの人が気づいてあげることも必要です。

　疲れが溜まっていると感じた時には、自分に合った
ストレス解消法で気持ちをリラックスさせ、生活リズム
を整えることが大切です。しかし、意欲・食欲の低下、
不安、不眠などつらい症状が長引く場合や重くなる時

には、精神科や心療内科など専門医にみてもらうこと
も必要になります。

　保健センターは、本人、家族やまわりの方の心の不
安を相談できる身近な窓口です。
　気軽にご相談ください。

　また、「心のデイサービス」として、心の病を持つ方
たちと一緒にプログラム（創作活動、レクリエーション、
調理等）を通して、
ゆったりとした楽
しい時間を過ごし、
日常生活が少しで
も自立できるよう
な支援を実施して
います。

【問合せ】友部保健センター℡0296-77-9145・笠間保健センター℡0296-72-7711・岩間保健センター℡0299-45-7888

デイサービス作品展示

笠
間
市
立
病
院
　
診
療
の
ご
案
内
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笠間公民館　☎0296-72-2100
友部公民館　☎0296-77-7533
岩間公民館　☎0299-45-2080

　笠間市立公民館で開催するパソコン教室をお知らせします。募集など詳しくは、「広報かさま　お知らせ版」に
掲載します。

会場 コース
6　月 7　月

開催日 内容 開催日 内容
笠　　間 A   3日（火）～  4日（水）

入　門
  4日（金）～  5日（土）

入　門友　　部 Ｂ 14日（土）～15日（日） 15日（火）～16日（水）
岩　　間 Ｃ 25日（水）～26日（木） 24日（木）～25日（金）

会場 コース
11　月 12　月

開催日 内容 開催日 内容
笠　　間 A 14日（金）～15日（土）

ワード【基礎】
  5日（金）～  6日（土）

ワード【基礎】友　　部 Ｂ 21日（金）～22日（土） 16日（火）～17日（水）
岩　　間 Ｃ 26日（水）～27日（木） 19日（金）～20日（土）

会場 コース
2　月

開催日 内容
笠　　間 A   7日（土）～  8日（日）

エクセル【基礎】友　　部 Ｂ 14日（土）～15日（日）
岩　　間 Ｃ 25日（水）～26日（木）

平成26年度 笠間市立公民館　パソコン教室  開催予定日

公　

民　

館

生涯学習だより48 ■お問合せ／生涯学習課（内線382・383）

Life Long Learning＝生涯学習

笠間市指定文化財「唯信寺梵鐘銘」など3件指定
　笠間市教育委員会は3月25日（火）、市文化財保護審議会の答申に基づき、以下の3件を新たに市
指定文化財として指定しました。今回の3件を加えると、笠間市の文化財は、国指定が8件、県指定
が20件、市指定が118件、合計146件となります。

№ 名　称 数 種　類 所有者 所在地

1 唯
ゆいしんじぼんしょうめい

信寺梵鐘銘 1幅 書跡 唯信寺 大田町

2 天
てんじんじゃ

神社の社
しゃめいがく

名額「天
てんまんぐう

満宮」 1点 歴史資料 天神社 大渕

3 山
やまねいけ

根池のムクノキ 1株 天然記念物 笠間市 泉

唯信寺梵鐘銘 天神社の社名額「天満宮」 山根池のムクノキ

※�募集人員に満たない場合は、開講できな
い場合があります。
※�施設および講師の都合等、やむをえない
事情で講座日程および内容等が変更にな
ることがありますのでご了承ください。
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☆図書館Twitter　好評配信中！

　笠間市立図書館では、Twitterで情報を発信して
います。資料の予約情報、新着情報や市内で行われ
るイベントなどについて、知っているとちょっと得
するような情報をお届けするために、各館でつぶや
いています。ぜひご利用ください。

＜各館アカウント＞
名前：笠間図書館　アカウント名：kasama_klib
名前：友部図書館　アカウント名：tomobe_klib
名前：岩間図書館　アカウント名：iwama_klib
※�インターネットで「Twitter ○○図書館」と検索
してもみつかります。

図書館キャラクターのアイコンが目印です。

★福島県に関する情報提供について

　市民の方や福島県から避難されている方に対して、
福島県避難者支援課から送付される地元紙、地域情
報紙による情報提供を行っています。

○『ふくしまの今が分かる新聞』の閲覧と配布
　福島県避難者支援課が発行している、『ふくしまの
今が分かる新聞』を市内３館で閲覧することができ
ます。また、数に限りはありますが配布も行ってい
ます。

○福島民報・福島民友新聞の閲覧（岩間図書館のみ）
　両紙とも下記のとおり、3か月ごとに地域版が入
れ替わります。

4～6月・10～12月	 民報：浜通り（相双版）
	 民友：中通り（県北版）
7～9月・1～3月	 民報：中通り（県北版）
	 民友：浜通り（相双版）
※相双版：福島県双葉郡近郊の地域
　県北版：福島県福島市近郊の地域
※貸出しはできません。

　その他、岩間図書館では、
地震や防災、原発問題に関す
る資料の特集コーナーを常設
しています。ぜひご活用くだ
さい。

■ 問  合  せ ■
笠間図書館　☎0296-72-5046
友部図書館　☎0296-78-1200
岩間図書館　☎0299-45-2082

きくひめ くりぼう さくら

図　

書　

館

各館の行事予定6月

友部図書館
◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時～）
　6月  5日（木）『おとうさんもういっかい』ほか
　6月19日（木）『めんめん　ばあ』ほか
◆おはなし会（4歳～小学生向け　午後2時～）
　6月  1日（日）来てのおたのしみ！〈すみれのWA〉
　6月  8日（日）来てのおたのしみ！〈まゆみ朗読会〉
　6月15日（日）『はなさかじい』ほか
◆名作映画会（午後2時～）
　6月22日（日）『黄金の七人』（86分）
◆ギャラリー
　◇5月27日（火）～6月  8日（日）
　　「水彩画・押し絵」横

よこた

田佳
よしこ

子
　◇6月24日（火）～7月  6日（日）
　　「書・写真・絵画・木工・手芸品など展示」
　　笠間警友会

笠間図書館
◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時～11時20分）
　6月  6日（金）『あっぷっぷー』ほか
　6月20日（金）『くだものあ～ん』ほか

◆おはなし会（4歳～小学生向け　午後2時～）
　6月  1日（日）『こんたのおつかい』ほか〈アイ・アイ〉
　6月  8日（日）『ぴょんたのたいそう』ほか
	 〈はあとtoはあと〉
　6月15日（日）『がいこつさん』ほか〈ハッピー〉
　6月22日（日）『ちいさなピョン』ほか
	 〈箱田エプロン・ママ―ズ〉
◆上映会（午後2時～）
　6月21日（土）『オペラ座の怪人』（143分）
◆ギャラリー
　笠間の歴史「日本画・歴史絵展」
　現在開催中～6月25日（水）

岩間図書館
◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時30分～正午）
　6月  6日（金）『おかし だーれ？』ほか
　＊場所：岩間子育て支援センターくりのこ
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
　◇日曜おはなし会（午後2時～2時30分）
　　6月  1日（日）『もりのなか』ほか
　◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
　　6月14日（土）『おべんとう』ほか
　　6月28日（土）来てのおたのしみ！

※〈　〉は実施するボランティア名です
※内容は変更になる場合があります

フォロー待ってます♪
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5月の納税等
納期限： 6月2日（月）

軽　自　動　車　税 （全期分）
国 民 健 康 保 険 税 （１期分）

※ 納税には、簡単で便利な口
座振替をご利用ください。
　納期限を過ぎると延
滞金が加算されます。
早めの納税をお願いし
ます。

　母子・父子家庭の方の就業支援を目
的として、講習会を開催します。
日時▶7月5日（土）、12日（土）
会 場▶茨城県立産業技術短期大学校併
設水戸産業技術専門学院（水戸市下
大野町6342）

内 容▶パソコンに関する基礎知識およ
びワード・エクセルの基本操作の習得
定員▶10名程度※託児あり（要予約）
参加費▶1,000円
申込期間▶6月2日（月）～20日（金）
申・問 茨城県母子家庭等就業・自立
支援センター℡029-233-2355

となりのまちから

大洗魚市場ホッキまつり（大洗町）
　大洗で獲れた新鮮なホッキ貝や魚介
類・干物などの海の幸を、特別価格で
ご提供します。
活気がいっぱいの大洗魚市場にぜひお
越しください。
日時▶6月1日（日）午前9時～午後2時
会場▶大洗町魚市場内※雨天決行
問大洗町役場 農林水産課　
℡029-267-5111（内線344）

きらりと輝く健康なまち
いばらき「いきいき健康まつり 
2014」（茨城町）
　いきいき健康まつりは、世代を問わ
ずたくさんの方に、楽しみながら健康
づくりに関心を持ってもらうためのイ
ベントです。ご自身の健康を見つめな
おしてみませんか。たくさんのご来場
をお待ちしています。
日 時▶6月8日（日）午前10時～午後
3時30分
会 場▶茨城町総合福祉センター「ゆう
ゆう館」（茨城町大字小堤1037-1）
内 容▶健康相談コーナー、健康チェッ
クコーナー、親子でふれあい遊び、
ウォーキング、ニュースポーツ体験
コーナーなど
問茨城町健康増進課
℡029-240-7134　

　笠間市ヘルスリーダーが提案するメニューを中心にバ
ランスガイドを加えたレシピ本です。食事のバランスを
テーマに「親子で作る料理」や笠間特産の「栗料理」を紹
介しています。
定　　価▶300円
ページ数▶A4版30ページ（表紙を含むオールカラー）
販 売場所▶市内コンビニ、各保健センター、笠間市役所
および各支所、川又書店（笠間ショッピングセンターポレポレ内）、筑波
海軍航空隊記念館

【問合せ】健康増進課（内線591）

レシピ本販売中

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（3月19日）
【施設モニタリング】
　環境保全事業団より、最終処分場モニタリング・溶融処理施設モニタリ
ング・モニタリング結果の住民公表および排ガスの維持管理、浸出水の放
流について（12月～2月分）の監視項目に係る資料の提出を求め、その資料
に基づき維持管理状況の報告を受けた。
① 最終処分場の浸出水処理水については、すべての項目で下水道の排除基
準値を下回った。
② 地下水の定期モニタリングについては、地下水集排水管水はすべての項目
で環境基準値を下回った。4か所あるモニタリング井戸で、鉄やマンガン
等が環境基準値または水道水質基準値を超えていたが、過去のデータと
比較して大きな変動はなかった。
③ 防災調整池からの雨水等放流水
については、すべての項目で排
水基準値を下回った。
④ 溶融処理施設の排ガス常時監視
については、最大値で塩化水素、
窒素酸化物、一酸化炭素が自主
管理基準値を超えた日があった
が、法定基準値はすべての項目
で下回った。

および各支所、川又書店（笠間ショッピングセンターポレポレ内）、筑波

お す す め レ シ ピ
トマトの旬は春～初夏。
ご飯をしっかり食べて、これからの暑さに負けない
体づくりを心がけましょう！

おいしいトマトの
見分け方
ずっしりと重く、
ヘタにうぶげがあるもの

一人分の栄養成分
エネルギー354kcal、たんぱく質14.1g、
脂質　10.9g、塩分　0.9g

麻婆トマト丼
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KASAMA  Information
かさま情報コーナー

案内
法務総合相談所を開設します
　登記、供託、戸籍・国籍、人権擁護
など、法務局の取り扱う業務全般につ
いて、法務局職員と人権擁護委員が相
談に応じます。秘密は厳守しますので、
お気軽にご相談ください。
日�時▶6月1日（日）午前10時～午後
4時（ただし受付は午後3時まで）

会�場▶水戸地方法務局（水戸市三の丸
1-1-42　駿優教育会館7階）

相談料▶無料
相�談内容▶土地の境界争い、相続・贈与・
売買などの登記手続、抵当権の抹消
手続、地代家賃の供託手続、戸籍の
届出方法、成年後見制度、サラ金の
取立て問題、夫婦・親子など家庭内
の問題、近隣とのトラブル、セクハラ、
子どものいじめ、ＤＶ問題など

問 水戸地方法務局総務課
℡029-227-9911

「住まいの復興給付金制度」申
請受付がはじまりました
　東日本大震災により被害が生じた住
宅の被災時の所有者が、引上げ後の消
費税率が適用される時期に、新たに住
宅を建築・購入（または被災住宅を補
修）し、その住宅に居住している場合に、
給付を受けることができる制度です。
申�請期限▶
　�〔建築・購入〕再取得住宅の引渡日
から1年以内
　�〔補修〕補修した被災住宅の引渡日
から1年以内　※1年を過ぎると申
請することができません。
　�※補修の申請には、補修前後の写真
が必要です。

申�請受付終了日▶平成30年12月31
日（予定）（平成29年12月31日ま
でに引渡された住宅が対象）
　�制度の内容、申請対象、申請書類等
は、ホームページまたはコールセン
ターでご確認ください。

問「住まいの復興給付金事務局」コー
ルセンター
℡0570-200-246（有料）

（受付時間：午前9時～午後5時土日・
祝日を含む）
ホームページ http://fukko-kyufu.jp 

特設行政相談所を開設します
　行政相談委員は、「めざそう　住み
よい　まちづくり」をスローガンに、
住民の皆さんの身近な相談相手とし
て、行政に関する相談などを受け付け、
その解決のための活動をしています。
　5月は「特設行政相談所」を開設し
ます。毎日の暮らしの中で、困ってい
ること、悩んでいることなどがありま
したら、お気軽にご相談ください。相
談は、無料・秘密厳守です。
特設相談所▼
日時▶5月28日（水）午後2時～4時
会�場▶市民センターいわま1階ロビー
5月と10月以外は次の日程で開設
しています。

定例相談所▼
日時▶毎月第4水曜日 午後2時～4時
会場▶友部公民館1階相談室
　�※ただし、5月は市民センターいわ
まが会場です。

問 秘書課（内線225）
総務省茨城行政評価事務所
℡029-221-3347

募集
　　　　　
ハーモニーフライトいばらき
2014参加者募集　　
　茨城県では、国際的視野と指導力を
持ち、積極的に地域活動のできる女性
リーダーを育成するため、本県の女性
を海外に派遣する「ハーモニーフライ
ト」事業を実施します。
研修先▶イギリス・ベルギー
研�修期間▶9月28日（日）～10月5
日（日）　※この他、国内研修を予
定しています。

参�加費▶30万円程度　※笠間市女性
リーダー養成事業により研修経費の
一部を補助します。

申込期限▶5月30日（金）
募集人員▶1名程度

応募資格▶次の条件をすべて満たす方
　①�平成26年4月1日現在で満30歳
以上満63歳以下の女性

　②�日本国籍を有し、県内に5年以上
居住している方

　③�帰国後、茨城県女性のつばさ連絡
会に加入し、活動できる方

　�※笠間市男女共同参画人材バンクへ
登録していただきます。
　�※笠間市内において研修報告会を開
催します。
　�※県主催の海外派遣事業に参加した
経験がある方、国または地方公共団
体の議会議員および公務員（非常勤
を除く）は応募できません。

応�募方法▶レポートおよび応募書類を
茨城県女性団体連盟事務局まで郵送
で提出してください。
　①�レポート「男女共同参画社会の実
現及び○○○」（800字以上～
1,000字以内）

　　�例）「男女共同参画社会の実現及
び地域での私の活動」など

　　�用紙：サイズA4またはA4サイ
ズの原稿用紙

　�②応募書類（各1通）
　　�申込書、勤務先等の応募等承諾書、

住民票の写し、身体の健康に関する
申出書および家族の同意書、返信用
封筒（返信用封筒のみ2通）

　�※応募書類および詳細については茨城
県女性青少年課ホームページをご確
認ください。
　�ホームページ http://www.pref.
ibarak i . jp/bukyoku/bugai/
josei/danjo/index.html
　�※書類審査のほか、面接による選考
があります。

面接日▶6月18日（水）
提�出先▶〒310-0011　水戸市三の
丸1-7-41　いばらき就職・生活総
合支援センター4階　茨城県女性団
体連盟事務局

問 秘書課　男女共同参画推進室（内線
225）

ひとり親家庭の父・母のための
「パソコン初級」就業支援講習
会参加者を募集

申 は申込み先、 問 は問合せ先です。
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代表者／千
ち ば

葉武
たけこ

子（市野谷）
設　立／平成6年（防火クラブ）
　　　　平成16年（女性自警団）
会　員／25人

小
こじま

島北
きたぐみ

組女性防火クラブ
・女性自警団

　以前から、旧笠間市、旧友部
町には婦人防火クラブがありま
したが旧岩間町には無く、消防
署から、結成してはどうかとい
う話がありました。そこで、平
成6年4月、25名で小島北組婦
人防火クラブを発足させました。
メンバーから自宅に消火器はあ
るが使い方が分からない、応急
処置などを勉強したいなどの意
見もあり、まずは消火器の使い
方から学びました。以来、毎年
防災訓練・救急等（AED・三角巾）
の講習会のほか、市内で行われ
ているさまざまな行事・ボラン
ティア等に参加しています。
　また、平成16年には当クラブ
同メンバーで自警団を結成しま
した。この自警団は、当時岩間
第三小学校付近で、不審者が出
没していると校長先生から話が
あり、私たち主婦に何かできる
ことはないかと、防災・防犯両
面からのパトロールを実施する
ため発足させたものです。以来、
週3日パトロールを続けており、
安全・安心のまちづくりに微力
ながら貢献しようとしています。

　小島北組女性防火クラブは結成
20年、女性自警団結成10年になり
ました。
　防火クラブは、繰り返し訓練す
ることにより、いざという時に必
ず役立つものと考え、毎年、訓練
や講習会・研修視察等を行ってい
ます。
　自警団では、夜間の安全を守る
ため、夜9時頃まで玄関先の灯りを
点けておく「一家庭一灯運動」を呼
びかけています。また、自警団発
足当時、防犯対策として愛宕山ハ
イキングコースを、ゴミを拾いな
がら登ったこともありました。10
年前は、持ちきれないほどたくさ
んのゴミがあり大変苦労しました
が、その後はさまざまなボランティ
アの方が参加するようになり、今
ではゴミのない綺麗なハイキング
コースとなっています。
　少しでもみなさんのお役に立て
る小島北組女性防火クラブ・自警
団になれたらと思っています。

福島県消防防災航空センター視察

消火器訓練

AED講習会

愛宕山ハイキングコース清掃

笠
ふ る さ と

間に生きる人たちシリーズ 93

このコーナーでは、市民の皆さんが自ら
の活動で地域貢献している団体などを
紹介します。掲載を希望する団体は市民
活動課へご連絡ください。

会員のみなさん

代

表者（千葉武子さん
）よ

り

〜合言葉は『我が家から
火事を出さない！』〜

陶
に
親
し
む
5

平成26年　広報かさま5月号（vol.98） 22



　

濱
田
庄
司
は
笠
間
か
ら
ほ
ど
近
い
、

栃
木
県
の
益
子
を
活
動
の
拠
点
と
し

た
作
家
で
す
。
一
九
五
五
年
に「
民
芸

陶
器
」
の
技
法
で
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者（
人
間
国
宝
）の
認
定
を
受
け

ま
し
た
。「
民
芸
陶
器
」
は
、
日
本
各

地
の
民み

ん
よ
う窯
に
伝
わ
る
特
色
あ
る
技
法

を
基
盤
と
し
、
素
朴
さ
の
中
に
用
と

美
を
備
え
た
豊
か
な
芸
術
性
を
持
つ

も
の
で
、
濱
田
は
益
子
で
用
い
ら
れ

て
き
た
土
や
釉
薬
を
使
い
、
骨
太
で

あ
り
な
が
ら
格
調
あ
る
作
品
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。

　

本
作
は
ぬ
か
白
釉
に
よ
る
白
い
器

胎
に
、
流
し
掛
け
さ
れ
た
黒
釉
が
映

え
、
力
強
く
、
躍
動
感
あ
る
表
情
が

生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
流
し

掛
け
は
、
釉
を
ひ
し
ゃ
く
で
す
く
い
、

一
気
に
描
い
て
い
く
も
の
で
、
ほ
と

ん
ど
一
瞬
の
作
業
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
一
見
無
造
作
に
見
え

る
こ
の
作
業
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
作

陶
経
験
で
修
得
し
た
技
法
が
生
か
さ

れ
て
お
り
、
濱
田
は
そ
れ
を「
一
瞬
プ

ラ
ス
六
十
年
」と
い
う
言
葉
で
表
し
ま

し
た
。

陶
に
親
し
む
5
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
の
所
蔵
品
か
ら

濱は

ま

だ田
庄し

ょ

う

じ司
（
一
八
九
四
―
一
九
七
八
）白し

ろ
ぐ
す
り釉
黒く

ろ
な
が
し流
掛が

け

大お
お
ば
ち鉢 

一
九
六
七
年

（
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
学
芸
員　

飯い
い
だ田
将し
ょ
う
ご吾
）

※
展
示
は
六
月
八
日
（
日
）
ま
で

「白釉黒流掛大鉢」昭和42年（1967）
高さ13.8×幅57.4㎝

販売郵便局
水戸市、ひたちなか市、笠間市、那珂市、茨城町、城里町、
大洗町、東海村
上記市町村すべての郵便局（計92局）で販売しています。
※在庫がなくなり次第終了です。

販売価格
1シート1,080円（82円切手×5枚・52円切手×5枚）

【問合せ】商工観光課（内線510・511）

　笠間いなり寿司推進キャラクターおよび笠間特別観光大
使である笠間のいな吉のオリジナルフレーム切手ができま
した。
　市内および近隣市町村の郵便局で限定販売中です。
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絹豆腐………………300ｇ
グリンピース………130g
Ａ　塩………………小さじ1
　　水………………1カップ
スナップエンドウ…12個
　（長さ1/2）
サヤインゲン………12本
　（長さ1/2）
パプリカ（黄）………1/2個
　（長さ1/2の薄切り）

えび…………………12尾
　※茹でてあるもの
　　練りゴマ（白）…大さじ3
　　白味噌…………大さじ2
　　生クリーム……大さじ2
Ｂ　酢………………大さじ1
　　しょうゆ………大さじ1/2
　　練からし………小さじ1/2
　　みりん…………小さじ1/2
　　塩………………小さじ1/3

かさまぽけっとアドレス http://www.city.kasama.lg.jp/index.php?code=1676　問合せ：子ども福祉課（内線162）
笠間キッズ館アドレス http://kasamacity-kidskan.com/　問合せ：笠間キッズ館 ℡0296-77-8340

62

○広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
○市ホームページモバイル版では、行政･災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile.php

人口と世帯数（常住人口4.1現在）	 ▶人　口 77,424人（−172人）　男 37,925人（−73人）　女 39,499人（−99人）
	 ▶世帯数 28,614世帯（＋28世帯）　▶3月の出生数 31人

再生紙を使用しています

たっぷり野菜の白和え

毎月19日は「食育の日」
家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

材料（４人分）

作り方
❶豆腐は、キッチンペーパーに包み水切りする。
❷グリンピースは、Ａに15分つけ、茹でて冷まし、水気を切る。
❸�スナップエンドウは筋を取り、サヤインゲンと合わせ一つまみの塩を
加えた熱湯で茹で、氷水に取りキッチンペーパーで水気を取り切る。
❹パプリカはへたと種を除き、切る。えびは水気を取っておく。
❺�大きめのボールに豆腐を入れ、泡立て器で滑らかにすりつぶし、Ｂ
と混ぜる。
❻❶～❹の材料を❺に加えて和える。

笠間市ヘルスリーダーが紹介する

栄養成分（1人分）�
エネルギー237kcal、たんぱく質13.3g、
脂質12.9g、塩分2.1g

撮影に使用した笠間焼の器を抽選で１名様に差
し上げます。このコーナーや広報紙への感想等
を添えて、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、秘書課広報広聴グルー
プまで、はがき（持参可）でお申し込みください。
※当選者には、市役所本所秘書課まで器を受け取りに来ていただきます。

笠間焼うつわ
プレゼント

5月号締め切り：5月30日㈮必着
【笠間焼の提供】渡

わたなべ

辺　優
まさる

（飯田）
サイズ：約14㎝×22㎝

　子育て支援センターは、子育ての不安をやわらげ、子どもの健やかな育
ちを応援することを目的としています。子育て家庭の親とその子どもが気
軽に集い、うちとけた雰囲気の中で語り合うなど相互に交流する場所とし
て市内に３か所あります。
◇内　容／�親子の遊び場の提供、育児情報の提供、子育て相談、育児講座

の実施等
◇対象者／未就学児と保護者です。保護者同伴でご利用ください。
◇利用料／無料

施設名 場　所 開設日 開設時間
く り の こ 市民センターいわま　１階 毎週月・水・金 10:00～12:00／13:00～16:00
み つ ば ち 笠間ショッピングセンターポレポレ　２階 毎週火・木・金 10:00～12:00／13:00～16:00
かんがるー 笠間キッズ館 毎週月～金   9:00～12:00／13:00～16:00
※「くりのこ」、「みつばち」･･･祝日、お盆、年末年始はお休みとなります
※「かんがるー」･･･年末年始はお休みとなります

「子育て支援センター」をご存知ですか

食事バランスガイド

主食（ごはん、パン、麺） 0sv

副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理） 2sv

主菜（肉、魚、卵、大豆料理） 0.5sv

牛乳・乳製品 0

果物 0

詳しくは 食事バランスガイド 検索
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